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ルココルチコイド誘発性骨粗鬆症による

脆弱性骨折は、骨密度が正常でも合成グ

ルココルチコイドによる治療開始後早期から生

じる例も少なくなく、小児から高齢者までどの

年齢でも生じます。骨量減少は合成グルココル

チコイドの投与量に依存しますが、少量でも骨

粗鬆症の原因となります。合成グルココルチコ

イドの投与開始から3～6か月後までに骨粗鬆化

が急速に進行し、脆弱性骨折率も高くなります。

プレドニゾロン換算5mg/日以上の合成グルコ

コルチコイドを3か月以上内服すると骨折率は

50%増加し、長期使用患者さんの30～50%に骨

折が発生し、関節リウマチ患者さんで合成グル

ココルチコイドを併用すると、

非併用の患者さんに比べて

2年間で骨密度の低下が2.6倍

になるといわれています。

───  岡山市立市民病院 リウマチセンター ───

tel.086-737-3000㈹ fax.086-737-3019

ルココルチコイド誘発性骨粗鬆症に特

異的な症状はないですが、合成グルココ

ルチコイドを開始する際には胸椎と腰椎の単純X

線により椎体骨折の有無を評価し、投与中も腰

椎および大腿骨近位部の2部位のDXA (dual

energy X-ray absorptiometry) による骨密度

測定を定期的に行うことが重要です。
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-第294回- 関節リウマチ患者さんにおける骨粗鬆症診療

関節リウマチの診療はメトトレキサートの導入や生物学的製剤の普及により大きく進歩し、寛

解もしくは低疾患活動性に抑えて関節破壊の進行を抑制することが治療目標となってきました。関

節リウマチに対する治療には強力な抗炎症作用と免疫抑制作用を有する合成グルココルチコイドであ

るプレドニゾロンが汎用され、合成グルココルチコイドによる骨代謝異常はグルココルチコイド誘発

性骨粗鬆症と呼ばれます。合成グルココルチコイド自体も脆弱性骨折のリスク因子の一つであり、グ

ルココルチコイド誘発性骨粗鬆症の管理と治療のガイドライン2023が発表され、骨粗鬆症治療の重

要性が示されています。

▮ はじめに ▮

グルココルチコイド誘発性

骨粗鬆症の特徴
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グルココルチコイド誘発性骨粗鬆症

の診断に有用な症候、検査、画像所見
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成グルココルチコイドを3か月以上使用中

か使用予定の18歳以上の患者さんで、投

与量や投与期間にかかわらず、栄養や運動療法

を含めた一般的な生活指導が推奨されています。

その上で、既存骨折、年齢、合成グルココルチ

コイド量、骨密度を危険因子として点数評価し、

3点以上であれば薬物療法の介入が推奨されます。

グルココルチコイド誘発性

骨粗鬆症の薬物治療開始基準
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「グルココルチコイド誘発性骨粗鬆症の管理と治療のガイドライン2023」 一般社団法人日本骨代謝学会 グルココル

チコイド誘発性骨粗鬆症の管理と治療のガイドライン作成委員会/編、南山堂、2023.
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関節リウマチに対する薬物療法の進歩に

より、大関節の人工関節置換術を受けられる

患者さんは減少してきていますが、一方で患者

さんの高齢化に伴い骨折に対する手術を受ける

患者さんが増加してきています。関節リウマチ

治療と並行して、定期的な骨粗鬆症に対する検

査を受けていただき、必要であれば薬物治療を

開始することで骨折を予防していくことが重要

です。

療薬としては、活性型ビタミンD (エル

デカルシトールなど)、選択的エストロ

ゲン受容体モジュレーター (ラロキシフェン/バ

ドキシフェン)、骨吸収抑制薬であるビスホス

ホネート製剤 (アレンドロネートやリセドロ

ネートなど) や抗RANKL抗体 (デノスマブ)、

骨形成促進薬であるテリパラチドを適切に用い

ることが重要です。特に骨折の危険性が高い重

症骨粗鬆症に対してはテリパラチドの使用が推

奨されています。

グルココルチコイド誘発性

骨粗鬆症に対する薬物治療
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▮ おわりに ▮

図１ 診療アルゴリズム

2014年改訂版で決定したスコアカットオフ値を用いた2023年版のアルゴリズム

GC：グルココルチコイド, RANKL: receptor activator of nuclear factor-kappa B ligand, SERM: 選択的
エストロゲン受容体モジュレーター, PSL: プレドニゾロン, YAM: young adult mean
*6ヵ月から1年ごとの腰椎単純X線撮影, 骨密度測定

〈グルココルチコイド誘発性骨粗鬆症の管理と治療のガイドライン2023より引用〉


